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I ヨーロッパの港湾とそのヒン ターランド

港湾の発展に最も重要な要素は、ヒンターランドの大きさとその地域に居住す

る人口である。ヒンターランドに大生産地帯を持つことは同時に大人口を持って

いることになる。従ってそこは工鉱業及び商業が集中し而も交通が便利でなけれ

ばならない。

このことからヨ ーロッパ大陸の中央内陸部には、 17，000万人の人口を有し、ル

ール、 ラインランド、ザーノレ、アノレサス、 ローレンス、 リーノレ地方、ス ットカツレ

ト、 ミュンヘン、 リヨン地方、イタリヤのトリノ 、 ミラノ地方、があるこれらの

地方は重工業、その他の商工業地帯として過去においても、現在も、将来も、引

き続きヨーロッパの重要な地位を維持し続けるものと思われる。 これらの工業地

滑への原料の供給、製品の輸出手段としては、安価に多量に貨物を輸送すること

の出来る機関が必要である。この手段としては、第ーに直接木船が接岸出来る岸
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壁を持つことである。次に貨物の仲継地として積換えに便利な河川|、 運河、鉄

道、道路である。大陸中央部と海岸線を結ぶ最も重要な水路としては河川が最上

のものであることは今も昔も変わらない。

外洋から輸送された原材料をターミナルとしての港湾で積換え、二次輸送とし

て、工業地帯へ送る必要がある。この港湾の発展は外洋貨物の積換えの量によっ

て内陸部の工業との関係の深さを知ることが出来る。即ち外洋港の到達範囲内

に、重要な工業地域や、原材料供給地域があればさらに有利な地位をしめること

が出来る。 これが外洋港としての拡張の基礎をなすものである。外洋港が広く内

陸に入り込み河川|から更に有力な運河網で結ぼれておればそのヒンターランドの

すみずみまでも毛細管のように貨物を輸送することが出来る。又それと同時に外

洋港がヒンタ ーランドの奥深くまで入りこんで鉄道網と連絡しておれば港湾の重

要度はさらに高まる。最近特に重要なのは道路輸送である。貨物を安全、迅速に

“戸口から戸口へ"と言う、キャッチフレーズに見るような輸送の近代化にとも

ない、 トラック、 トレー ラトラック、ビキニバッグ等の大型化による輸送量の増

大、高速道路による輸送の迅速化、輸送距離の中長距離化による輸送コストの低

下、等の観点から高速道路網と結ばれることは今後の外洋港としての地位をより

増大することになる。又船舶がますます大型化している時、外洋からの巨船が直

接自由に出入出来る様な位置にあって、市も以上述べた大河川に直結し、運河

網、鉄道網、道路網と結ぼれている港湾が最も重要な地位を占めることになる。

ヨーロツノ叶コ央部に至る港二湾を南北グノレープと、 4つの地区別のグループに分

けると次の通りである。

I 北部港湾グループ

① 独逸北海港湾グノレープ

リュベック、キーノレ

エノレベ河港湾、クックスハーフェンス~ハンフ勺レグ

ウエーゼノレ河港湾、プレーメン~プレーメンハーフェン

ウィルヘノレムスハーフェン
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アムステノレダム~ロッテノレダム~ドノレトレヒト

アントワープ

③ 海峡沿岸大西洋港湾、グループ

ブリッケ~夕、ンケノレク~カレー

ルァーヴノレ~ノレーアン~ケーヌ

サン、ナザーノレー/ナント~ポノレド-

E 南部港湾グノレープ

④ 地中海港湾グノレープ

マルセイユ~サボナ~ゼノア~ベニス~トリェスト

この4つのグループの中ヨーロッバ内陸部に対して最も重要な港湾は、独逸北

海グループのハンブノレグプレーメン港であり、ラインシェルデ港湾グループのロ

ッテノレダム港、アントワープ港であり、南部地中海グノレープのマノレセーユ港、シ

エノア港ーである。ζの6つの港湾について石.油港湾としてのウェイト、石油の受

入れ体勢、その精製能力、及び今後の計画、並びにパイプラインとの連絡、等に

ついて述べ、その問題点に及んで、みたいと思う。

E 重要国石油政策の概要

戦後のエネノレギ一政策の変化は、非常に大きく、石炭、電力、石油と、そのウ

エイトをいずれにおくかが短期間に種々と論議された。しかし、低廉で扱いやす

いと言う事を主体に考へた時、石油へとウエイ トが移行して行くのは当然と思わ

れる。そして今や石炭を持つことは最大の不幸ではないかと考へられると長うにさ

えなった。ヨ ーロッパ諸国、特に、 E.E.C、のエネノレギ一政策を、ちょっとの

ぞいてみると“消費は自由に選択することが出来る"と言う事を根本的理念とし

ている。そうなると能率のよい石油をやめて石炭の保護政策を続けることは困難

である。しかしながらE.E.C、各国には、それぞれの国の事情もあって過渡的

には、 その国特有の調整策をとって、 自由に適応した当面の政策を行なってい

る。

。)まず独逸は、英国に次ぐ産炭国でその量は、 14，000万屯にも及びエネルギ
ーの転換について重大な関心を持つ国で、ある。 1958年の周期的な不況期には、ル

ーノレ地方の石炭の消費量が相当減少して、コストの安い輸入炭や石油の消費量が
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増加して来た。このため政府は石炭業保護の見地からも、政治的にも、良質炭を

確保する必要があるので外国炭の輸入を1958年中止した。しかしながら、独の発

展のためのエネルギ一政策としては I1二|由市場の原則」に従って、国内炭業者を

保護するのは好ましくないが、石炭業者が危機を克服して、自立を計る必要ーから

過渡的な政策として、 1959年に、安い石炭及び石油の輸入に対しては相当重い課

税をすることにしたO これは1963年迄には、廃止されることになっている。独の

今後の石炭の消費量は、横這いか、減少の道をたどり、今後のエネノレギー需要の

増加に対しては、石油が年々増加することになると思われる。

(2) フランスは石油貿易を国家管理として、全面的に、石rJiI業の国家統制を行

なっている。そこでE.E.C、に対しでも現在の政策を続けることを通告してい

る。又国際石油会社に対しては資本参加をすることによって、原れ11の供給を確保

している。一方自国内でも、石油資源の開発と発展を考へている。サノ、ラの開発

においてもその採掘権を所有し、資本的には過半数を保持することを原則として

外国の参加も認めている。フランスは石油の一部を再輸出することによって、外

国原油の輸入をみとめている。フランスの原油の輸入量は1960年には、2，949万

屯であった。

(3) イタリ ーは、石炭資源に乏しく、それが後進性の大きかった理由になって

いたのであるが、戦後のエネノレギー革命にともない石油の利用度が高まった。し

かしながら、石炭資源が少なく 、石油資源のないイタリーで、は、石炭と石油の競

合と言う問題は英国や独逸のように起らなかった。そして都合のよいことに、豊

富で低廉な石油資源の供給地である中近東を近くにひかえているので、最も有利

な地位にある。その他低廉なソビ、エト石油を輸入するなど安いエネルギー供給確

保の政策を行なっている。石油の消費量は1950年には、425万屯にすぎなかった

が、製品需要の重質化は他のヨ ーロッパの主要国と同様に、重油の消費量がガソ

リンの 2倍以上になっており 、その消費量は、1960年には、 1817万屯と 3、4倍

にのびている。

性) イギリスのエネノレギ一政策の基本方針は、 「エネルギー源の選択は消費者

の自由に任せるべきである。」として、低廉なエネルギーを長期に安定させ、供

給量を確保することである。ヨーロッパ第 1の産炭国で23，000万屯の石炭を産し
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国営として、石炭を供給している。そこで如何にして石炭から石油に転換する速

度をおくらせるかが重要な課題となっている これは石炭産業を保護しつつ漸次石

油に変えて行かなければならないと言うことである。 1960年には、その精製能力

は、 4，900万屯で4472万屯の原油を輸入している。

E 重要港湾の石油施設の現況と将来計画

(1) ハンフツレグ港

ハンプノレグ港は、独逸の港湾グループばかりでなく 、ヨ ーロッパにとっても大

港湾である。戦前には内|控に広く入りくんだエルベ川沿岸のブ、ルスピック及び、

マグデプノレグの工業J也;貯を持ち、その他、ザクセ ンや、チェコスロパキアに至る

広大な流域をヒンターランドとして、1938年には、2760万屯の貨物を取り扱って

いた。しかし、ハンブノレグ港にとって最大の不幸は、そのヒンタ ーランドが東独

或は、共産圏にぞくするため、その大部分を失った。その境界線は政治的にも不

安定な状態となり、エノレベ川の船舶航行にも不利であるばかりでなく、戦争のた

め、ハンプノレグ港は、港湾焔設の90屈を破壊され、その再建には非常な時間と費

用を要した。又中l:'fllエルベハ|改修工事も戦争のため中止され、中部独逸の運河網

は、新しいヒンターランドとの水路連絡が悪く、そのうえ、アウトバンも工業地

帯との連絡が、不充分であるなどの悪い条件が重って、戦後10年以上を経て1956

年にやっと、戦前の扱い貨物2に復帰したに過ぎなかった。ハンブノレグ港に出入

する貨物盆は次の通りである。

ハンプノレグ港の扱い貨物量

1938年 2，770万屯

1946年 420万屯

1950年 L 100万屯

1956年 2，750万屯

1959年 2，860万屯

ハンフeルグ港占及い内陣水路貨物;i五:

1938年 92万屯(入賞) 70万屯(出貨〉

1958年 197万屯(入貨) 170万1包(出貨〕
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ハンフツレグ港の輸出入貨物の独逸においてしめる割合は

輸出 輸入

1938年 39.7万 26.1% 

1958年 23.2万 20.0%

〈ハンブノレグ統計による〉

ハンプノレグ港の石油は港湾、全扱い貨物量の30%と言う大きさを占めている。独

逸では石炭と競合する特殊事情にあるとは言へ、上昇の一途を辿っている。 1938

年に 445万屯の扱い量から1958年には870万屯と 2倍になっている。これは独逸

の石油扱い量の30%に当る。

石油 輸入 出輸

1938~下

1957年

1958年

368万屯

586万屯

724万屯

77万屯

88万屯

146万屯

445万屯

474万屯

870万屯

ハンフツレグ港の石油ふ頭は、3ケ所に分かれている。自由港区の工業港に2ケ

所とハーフールグの工業港に 1ヶ所とである。

ハンフツレグ港の入口のカドヴイクには、ハープノレグ工業港があって、水深9米

の第4ジーハーフエンには、独逸シェノレ、エッソの5専用パースの施設と精油所

がある。自由港区内の工業港には水深10米のベトロ リウムハーフェンがあり、 7

つの荷役施設を持っている。そこにはB・p・ベンジンウン トベ トリ ウム、独逸

シエノレジオーアン・ハノレテノレマ・ソピイケニルエノレス、独逸ガソリン、等の広大

なタンクヤードがあり能率的で、且安全な吸い上げ施設によって、タンクに貯蔵

される。その貯蔵能力は、 276万立方米である。ここからライヘルステーグにあ

る夫々の精油工場にパイプラインで送られる。ハソフツレグ港の精油能力は1959年

に年間750万屯で1938年の 2倍に達し、又タンカ 一周泊地も 3倍に拡張された。

ハンプノレグ港の石油も独逸の石油の消世量の士制nにつれて取り扱い貨物量が増大

するのは当然、と思われる。

ハンプノレグ港の計画は、ハンブノレグ港がヒンターランド関係を改善することに

常に努力し実施もして来たのであるが、さらに次の様な改善計画を推進してい

る。
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a) 北方及ひ、|何方の国境のアウトパーンの路線の改良を1961+起に完成する予

定である。

b) 北から南への鉄道のilLイヒは山質的には交通機関の能率の改善になる。

c) ハンフソレグの東方にあるエノレベ川|をプノレンスビッグのミッテノレランド、カ

ナーノレとノ ード、ソース、カナーノレとに結ぶ建設工事の調査をする同体を設立し

た。

d) ローウエル、エノレベの水路の水深を平均低水位下12米に波法きすることが考

慮されており 、そうすれば、 65，000屯級の船舶も充分に入港することが出来るよ

うになる。この問題はハンフFルグ港がエノレベ川|の河口から 110粁上った所に立地

するため非常に困難で・多額の斑)']Jを要する。

道路に於ては、1965年にはノ、ンザ、アウトパーンが完成するが、その時でも、

ラインラン ドのケノレン迄の輸送時間は51埼一!日jを要する。これはアン トワープから

31時間の区域内、ロッテノレダムから'111寺11-¥1、プレーメンから4時間以内の、輸送

距離にあるのにくらべると、相当の不利はまぬかれなし、。

② ロッテノレダム港

ロッテノレダム港の石油港湾については、第二次大戦中、石油及び石油製品が重

要物資として製造に消白に著るしく 、増大しロッ7ノレダムはヨーロッパの代表的

な石油港としてその発展の最初の基礎を作ることになった。

1900年にローヤルタ、、ツチシェノレがその製lR!の西ヨ ーロッパ判に独逸、スイスへ

の主要な配分基地としてロッテノレ〆ムを選んだ。

1902年にシェルは石油精製工場をワ ーノレハーベンの入口に建設し活動したのが

最初であった。その後最初の石油ドックがベルニスに1929~33年にかけて建設さ

れ続いて第2石油 ドックが出来た。1936年にはロ ーヤルダッチシェノレは近代的な

石油精製工場をベノレニスに哨設し年|甘J70万屯の精製能力、 60万立方米の貯蔵能力

を持った、タンク施設を拡充した。1938年にはロッテノレダム港の石油取扱量は 2

90万屯に述した。その後戦争のためロッテノレ〆ムの貿易はパックボーンとなって

いた、ラインランド、ノレーノレ地方の崩接により1'1'継貿易に刻する見通しがたたな

かった。その上ロッテノレダム港CI休は2&まで空襲を受け都市の 9割及び港湾施

設の大部分が破壊された。この困JUIiなJ1;!j代にロッテノレダム港湾当局は、将来の需
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要の線本的変化に対する港湾'首'理運営方針、技術、経宮、貿易の各分野の再検討

によって、能率的な新しい構想!で再建計l踊をたてて、岸壁、水深、荷役施設、ク

レーン、水道、宿気、百五百のえli給、等に種々の改良を加え、 ドックの能力を増大

し、荷役コストを軽減する近代的建設工事を徐々に行なって、新しい発展への好

機をr!i'った。然しその努力がお々と尖mされたのは、ドイ ツの奇跡とさえ云われ
た、西独逸の経済の驚異的復興にまつことが大きかったので‘ある。

愉送貨物fii:は次の通である。 (港湾統計〉

1950 I 1954 I 1955 

ばら荷

千

EM刷 2ヨ

30.4 

10.4 

40.8 計

29 I 9.0 I 19.8 I 23.8 
合計 I 40.2 I 29.0 I 47.7 I 64. 6 

年 I1956 I 1957 I 1958 I 1959 

ばら荷 24. 7 

13.3 ぷ制 貨

計 I 43.0 I 45.0 I 37.9 I 38.0 

石油 I 27.4 I 28.5 I 34.3 I 36.0 

合計 1 70.4 1 73.5 I 72.2 I 74.0 

(単位100万屯〉

この表ーから明らかなように、石油が、 1938年に 290万屯と全貨物孟の 8%に過

ぎなかったものが、1954年には7倍、1957年には10倍、1959年には、 12倍に延び

ている。これは実に扱い貨物il.l:3， 600万屯で全体の49%にあたり、戦後のエネル

ギー構造の変化が如何に急激であったかそしてこれがロッテノレ夕、、ム港の繁栄に如

何に寄与しているかがわかる。

ロッテノレダム港が独逸の繁栄と共に栄えるのはよいとしても、経済の転換期に

入れば、叉その被害をまともに受けるオランダとしてはそれが宿命とは言ってお
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られない。この被害を少なくするためには、新しい工業港を建設して輸送貿易の

安定を計る必要がある。

ロッテノレダム港は新水路の川口に近いため、大型船が自由に出入することが出

来、積換えによる 2次輸送をすることなく 、荷役出来る、臨海工業港建設によっ

て貨物の輸送構造の改善と工業立国により、増加する雇用の吸収、等の目標にむ

かつて、戦後の港湾計画がたてられた。

戦後の自動車の発達、その他工業燃料としての石油の利用度の向上、石油資源

の新しい開発による増大、石油のコスト安、輸送上の便利、単位カロリ ーの高い

こと等から石炭から石油へと消費の変化は、石油精製工業のいちじるしい拡大を

ロッテノレダムにもたらした。

かくして新しいボートレックの工業港計画は石油及び石油精製品を主体とする

コンビナート の開発から始められた。

戦前には工業立地からは、石油は原産地に精油所を立地させることが、最も有

利な生産手段と考へられ世界最大の精油所が豊かなベノレシヤ石油原産地に原産地

立地主義として設立された。しかしながら戦後の中近東の民族主義的な思想の勃

興、 政治的社会情勢の不安定な事情や、消1~孟の増大、 石油の諸製品の高度利

用、それによる石油化学技術の高度の開発、等の理由から戦後は消費地立地主義

に変って、早急に西ヨーロッパに精製能力を増大しなければならない結果となっ

た。この傾向がロッテノレダム港の石油港湾開発に大きい意味を生じて米た。かく

してロッテノレダムには Royal-DutchShell， Coltex， Esso，等の大精油所が戦前戦

後を通じですばらしい発展をとげた。

Rohal-Dutch Shellは第2石油港を専用して戦前より引き続き戦後かけて、ロ

ッテノレダムは石油輸送と石油工業においても、西ヨ ーロッパの代表的な地位を保

っている。ベノレニスにある精油工場、貯蔵能力、及び山首送施設の拡張によりその

精製能力は年間1500万屯以上となり、現在西ヨ ーロッパの最大の工場となってい

る。その他石油コンビナート工業として、石油化学、年産5万屯の合成ゴム工場

も完成した。

Coltex 精油所カノレテックスは、 1938年に始めて、ベルニスの第2石油港湾近

くに建設した。この会社は戦後さらに拡張して現在では、 240万屯の精油能力を
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持ち、戦前の2倍になった。そしてカルテックスは、米国をのぞく、全カルテッ

クス会社の中央調査研究所を此々に設けるなど、ロッテルダ、ムを石油製品の世界

の供給の中心地と考へるようになった。

Esso は現在の精製工場の拡張の外、ボートレッ ク地域に大精油所の建設を決

定した。年間精製能力は500万屯で、原油は中近東から輸送される。 70万立方米以

上の貯蔵用原油及び製品タンクが1960年に完全して、現在稼動中である。

かくしてロッテルダム港の石油精製能力は年間2500万屯にのぼり、貯蔵タンク

施設の能力は580万立方米となった。さらにロッテルダムには、アメリカ大陸の

石油会社がヨーロッパ向けの子会社を新設することになっている。

第3の石油港湾ボートレック。

原油の輸入と精製及び製品石油の輸出の急激な増大のためボートレックに第3

の石油港を建設することになった。これは、オランダ自体の消費量に対するより

もヨ ーロッパにおける石油精製基地であり配給基地としての重要性のためでみ

る。 1956年の実績では、シェノレだけでも 700万屯の精製石油がイギリス東岸、ス

カンジナビヤ、北アフリカ、その他の市場へ再輸出された。カルテックス、エツ

ソと増設された精油工場によりさらに再輸出は実質的に増大していると思われ

る。なおここには最大47，000屯級のタンカーが、荷役することの出来る岸壁を持

っている。

ロッテノレダムの立派さは、経済的な要請が起る前に予測が正確で、計画が実施

の段階にうつる前に細部にわたって調査されていることである。これはオラン夕、、

の戦後の人口の急増、技術の発展、社会関係の変遷及び新しい工業分野の出現、等

によって特色ずけられ、近代的多種多様の需要をもたらして来た。この発展の結

果は、生産と消費の急増にささえられ、輸送量の拡大となった。経済の発展力は周

期的に来る不況変動によって、下降或は検遣ひのl時期はあっても長期を見通せば

必ず上昇傾向をたどるものである。従って西ヨーロッパの工業と貿易とは今後さ

らに発展をするであろうと言う信念に基いて立てられた計画である。特にエネノレ

ギーに関して“ヨーロッポート"計画についてタイセイ教授は「この計画を打ち

出した最大の理由は、エジプトのナセノレ政権がスエズ運河を閉鎖し、中近東の石

油が遠く南アを廻わらなければならなくなったこと。ヨ ーロッパのエネルギー革
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命の結果、石川の需要が{rご々高まり、これにつれてタンカーの大型化が盛になっ

て来ているが、スェズ運河はわずかに37，000屯級しか泌れないと言う災状では輸

送量の多いマンモスタンカーで中近東から南アを迂回してもなお利益があると言

うことから大型タンカーを受け入れる港湾施設が必要になった」と云っている。

このヨーロッポート計画はボートレッ ク計画と密接な関係を持ち、その建設計

画は3期に分かれている。第1期としては製鉄所の施設、石炭、 1蹟石の位場、石

油精製、 石油化学施設を中心として港湾建設である。第 2~関は既存の港湾地域と

も連絡させるため運河建設を行ない。第 3期は海中に突出した防波庭、及び泊地

の建設、埋立地等の港湾施設を持つ水深15米~16米として 10万屯級の超大型タン

カーを接岸する ことの出来るパースの建設とに分かれている。

第4の石油港

“ヨーロッポー ト"は主として石油の輸入と積み換に利用することになってお

り、マンモスタンカ一周石油ふ頭に接岸してパイプラインで精油所に送られる。

ボートレック港に入ることの出来る最大船は4.7万屯であるが、ことは6.5万屯級

の12.50米の吃水のタンカー用である。ヨーロッポート の石油ふ頭は石油貯蔵施

設をカノレテックスが建設しベノレニスの精油所とパイプラインで連絡することにな

っている。

ゆ) アン トワープ港

北向からオランターを通り、シェノレデ一川を上って90'f:i-の所にあるアントワープ

は、ナポレオン時代にボナパ/レトドックを作って以米ベノレギーの中央部に位し、

相当の水深と豊かな水運に恵まれ戦略的にも非常に重要な拠点とみなされ、将来

は一大発展をすると考へられた。アントワープは150年前に内水の航行の自由権

をオランダから得た。それはベルギーが独立宣言をし、産業革命の始った時であ

った。 1870年には200万屯程度の貨物を扱う港であったが、戦争のつど貨物輸送

の重要な拠点として、発展を重ね第 I次世界大戦頃にはその有利な地)l}I的位置を

活用して1900万屯を取り扱う港にまで大発展をとげた。アントワープの敏い貨物

料は、次の通りである。

年次 総貨物量

1938 1，998万屯

内水路

1. 496万屯

ライン方面

648万屯
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1956 3，763 

1957 3，640 

1958 3，521 

1959 3，522 

2，396 

2，335 

2，222 

713 

678 

593 

アン トワー プ港ーが石油を初めて扱ったのは、1861年にアメリカ石油が樽詰で-輸入

された時である。これがヨーロッパでの;最初の石油輸入でもあった。石油は火災

や爆発を起す危険物として、荷役作業は非常に困難であった。そこで1881年には

石油積み降し用の特定ドックを作ることにした。わずか10年後には10万屯を扱い

1893年から1903年にはキーノレ石泊施設として30万坪の石油ふ頭を建設した。その

後1930年迄は絶えず石油ふ頭は増設され、3つの精油工場がキーノレシーターミナ

ノレ内に建設され、更に1933年には英国のB.P.が精製工場及びふ頭用地を、第4

ドックの近くに獲得し、1938年には石油扱いfE:は34万屯にも達した。第2時次大

戦後はハーベンハンデリング及びノ ーブト、 ナテーの2社が更によ首設され、戦後

のエネノレギー革命とあいまって低廉な石油の消貨量は急増し1950年には、再び戦

前の状態に復し、1951年には、輸入原油は85万屯、精油能力は、177万屯となっ

た。石油製品の消貨量の桝力11、石油化学工業の急激な発展、精製石油の再輸出に

よるタンカ ーの合理的利用、等によって更に石油の精製工場の哨新設が必要とな

った。

ベルギ一石油はシェノレデ一川のクルイスシャン近くに年nn66万屯の精製所を持

ち更に新しい石油 ドック、超近代的精泊施設と、5バースの大型船用ふ頭、及び

府、 小型タンカ一周ふ頭を併せ持ち、その年間精油能力は300万屯にも及ぶ、又

エッソ精油所は、ハンスドックに、 170万屯の精製能力のある施設を持ってい

る。 これで、ベノレギーの結前11能力は、年間 600 万屯以上に達し、ベルギーの消到~iïl

の2倍にも及ぶのである。1959年には、アントワ ープ港は、精油能力を900万屯

に引き上げることを決定した。これは石油精製、並びに石油に関連した工業の拡

大とな り、港湾の将来の規模を決定する、大きな要因となるのである。アントワ

ー プ港にとって 、 更に重要なことは、 4.5万屯~5万屯級の巨船を入港せしめる為

にシェノレデ川河の改修工事用の起債が認められたことで、これによって石油の荷

揚港、として叉積換港としてよりその地位を高めることになった。又陸上輸送路と
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して、アントワ ープ~ケノレン聞の新しいアウドパーンが開通して輸送時閣が 31時

間に短縮された。これはラインランド工業地帯への大きな威力である。

アントワープの石油扱い量は次の通りである。

年次 移輸入 移輸出 総計

1938 34万屯

1957 761万屯 83万屯 775万屯

1958 761万屯 92万屯 853万屯

1959 767万屯 97万屯 864万屯

1960年にアン トワープの石油貯蔵能力は270万立方米、その精油能力は770万屯に

達した。

次にアントワ ープが切望している大きな問題は直接ライン川と運河で結ぶこと

である。アン トワープのヒンターランドとして、フランス第1の工業地帯リーノレ

地方と接して、ベノレギー工業地帯を開発したいと考へており、ライン河との連絡

運河が出来ることは、更に大きなライン川のヒンターランドを加えることにな

る。しかしこれには、オランダの領土を横切って、ライン川に通ずる運河を作ら

なければならない。この計画は、モエールディアイク、カナール計画として知ら

れているが、ライン川の2次輸送によって現在の大をなし得た、ロッテノレダム港

を持つオランダとしては大きな損害を蒙るおそれがあるので、現在の所オランダ

の協力が得られない。しかしながら、 E.E.C.の経済一体化の動きは、共通運

輸政策に沿って運河道路開発整備の点にはっきり表はされており、ヨーロッパ中

央部に対する第2の門戸としてその重要性から早晩再考され遠からず解決される

と思う。

(4) マノレセーユ港

マルセーユ港は地中海第1の古くからの港湾、で運河によりローヌ川と結ばれ、

鉄道、道路が発達し、 リヨン及びスイスの工業地帯、その他をヒンターランドに

持っている。その上パール湖の工業港、ラベラ石油港を包括する大港湾である。

マルセーユ港には、石油工業、化学工業、油脂工業、造船工業、等が発達して

同時に石油関連工業も非常に進歩を示した。これはベール湖の地域が中近東の原

油産地に、対して地理的に有利な位置を占め、その産油量が著しく増加したこと
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(乙基くものである。石油の;1命入の増加lは石炭取引きの減少を来した。

フランス南東地方の石油製品使用の機運は、1944年に工業の大部分が破壊さ

れ、石油製品を必要とする新設備と代ったため一層進められた。その他石油が燃

料、動力に使われるようになったためさらに消引量が増加し、石油港及び精製施

設の肱張が必要となって来た。したがって船舶の大きさが急激に進んで4.7万屯

級の吃水11.4米、 5万屯級、 11.7米ということになると吃水7.8米では水深の不足

を来し、又カロント運河のIIJ員水深の拡大は工事の困難と莫大の費用を必要とす

るので、ポール、 ド、ブック港の入口に接するラベラ石油港の建設を決定し、パ

イプラインで工場と結ぶことにした。ラベラ港は原油の輸入の殆んど全部と石油

製品の再愉出の大部分を扱うように計画された。

将来フランス石油会社のラ、メド精製工場の拡張工事が完成すると、ラベラ港

は輸出入、1400万屯から1500万屯の量を取り扱はなければならなくなる。 そして

カロント運河はベール湖の、ンエノレ及びフラ ンス石油のこ大工場の製品300万屯を

積出すことになるだろう。現在完成した、この計-匝iは、1937年、海運音Ilで立案し

た地域総合開発言|固に極めて近いものであるo 1944年マノレセーユ商業会議所はこ

の石油港の建設と運営の委託を受けた。

ポーノレ、 ト、 ブック港の入口の航路俊諜とラベラ石油港の建設は1947年に着手

した。ζれ等の第 ]段階の工:'Jiーとして、/1乞水10.3米の船舶が出入出来る水深11.8

米まで掘さくする工事で、始めた。 しかしスエズ運河会社が11米の船舶の航行を可

能とする工事に着手したので、それに対応した水深にするために、12.4米の水深

にして/1乞水11米の船舶が自由に入出港出来る様に1955年に改修された。

ラベラ石油港は1，000万屯の原油を、フラ ンスB.P.が受け入れるための港湾施

設と 5パースと、 各石油会社が専用のイ中継貯油タンクを建設した。そしてパイ プ

ラインで月間、 45万屯取り扱う ことが出来る。 フランス石油会社は、 2万立方

1.1米、 5基、 3万立方米、1基、計'13万立方米のタ ンクを持ち、ベーノレ、シェ

ルは万立方米、 3 ~長、1. 5万立方米 、 2 基計6 . 3万立方米の貯蔵施設を完成した。

輸入はこのラベラ港の5パースで原油を扱い、輸出はラベラ港及び精油工場専用

の中型タンカー施設を使用している。

1959年にはラベラで受け入れた原油は、1100万屯であった。1934年当時、ラ、
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メドの精油所の原油処理能力は350万屯であったが、1959年にはフランス石油は

500万屯に、ポーノレ、 ド、ボックのフランスB.P.が247万屯、 ベール、シェルが

390万屯の製油能力を有し生産量は合せて1，400万屯となっている。 フランス各港

の扱い量は次の如し。

荷揚げ石油 積 出 し

1938 1958 1954 1954 |パソカー リソグ 1954

ノレアープノレ 311万屯 853万屯 872万屯 86万屯 50万屯

マノレセーユ及補助港 183 804 893 414 54 

ノレアン及び補助港 96 45 60 88 6 

ボルドー補助港 83 137 148 40 8 

ナントサンナゼーノレ 49 151 188 52 9 

ダ ソケ Jレク 81 188 198 32 12 

セ ツ ト 32 113 112 51 4 

フランユ港湾、統計 | 835 763 133 

マルセーユ港(ラベラの石油取り扱い:fil:)

入|出 貨| 言十

万屯 万屯 万屯 万屯
1952 800 527 1，327 1，653 

1953 863 567 1，430 1，756 

1954 885 556 1，441 1，790 

1955 900 541 1，441 1.815 

1956 962 578 1，540 1，995 

1957 948 485 1，433 1，868 

1958 1， 126 658 1， 784 2，224 

1959 1，145 627 1，772 2，277 

これによればマノレセーユ港は石油の港湾といってもよい程石油の扱い量は多く

1959年には実に775ぢに達しているとれが、ストラスブノレグ、独逸へとパイ プライ

ンが完成すればさらに急上昇で扱い量が増加することが予想される

(5) ジェノア港

地中海に面したジェノア港は、マルセーユ港に次ぐ大港湾でヒンタ ーランドに
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は、 トリノ、 ミラノ 、と北イタリヤ工業地時:を持って常にマノレセーュ港と競争意

識をもって対している港で、マノレセーユが大ドックを作れば、ジェ ノアも続いて

作ると言う風である。 1959年の扱い貨物量は L663万屯とマノレセーユに劣ってい

るが、現在ではジェノアが凌駕しているようである。

荷 揚 1 959  1 9 5 8 1 9 5 3 

t工 ら 荷 1，055万屯 76.6% 993万屯 74.6% 553万屯 71.7% 

t由 658万屯 47. 7% 656万屯 44.5% 335万屯 34.2% 

来fr 貨 325万屯 23.4% 337万屯 25.49百 218万屯 28.3% 

計 1，380万屯 100% 1，330万屯 100% 772万屯 100% 

船 積 283万屯 260万屯 124万屯

め。町也、、 言「 1，663万屯 1，590万屯 896万屯

ジェノア港の石油ふ頭は工事中で原油は港湾区域内外にある貯蔵タ ンクに、パ

イプラインで送られ1960年の貯蔵能力は85万立方米で、更に17万立方米の貯蔵施

設を建設中である。輸入荷役は臨時的施設であるリビ‘アふ頭で・行っている。そし

て原油はポノレセベラ)11の護岸を利用して施設した、ポノレゼベラ及びロオにある、

精油所に送られる。そしてここでの製品は、 135粁のパイプラインでミラノに輸

送される。将来計画としては、石油ふ頭は西部の空港西側の工業港に建設される

予定である。ジェノアは海岸に山がせまり 、急に海が深く 、天然の良港で今建設

中の石油ふ頭は水深が8米で4米後諜すれば、スエズ運河を通航する、37，000屯

級船舶の水深を得ることが出来る。先に述べたように石油資源も石炭資源も持た

ないイタリ ーでは、 容易に油に切り換えることが出来、輸入石油の殆どが圏内で

消費され、再輸出するのは1959年に40万屯に過ぎない。表でも分るように石油の

扱い量は年々増加lし1959年には47.7屈の658万屯にも上っている。今後ジェノア

からスイス、独逸にパイプラインで原油を輸送する計画がすすめられ実施に移っ

ている。

IV その他の石油港湾の計画

現在のように、年々石油タンカ ーが大型化して行くと、国際級港湾の中でもほ

とんど施設がついて行けなくなるo したがって大消費地や大輸送地迄直接木船が
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入港出来なくなり、最近では仙の取り扱う港湾は海に直面した港湾で而も、 15米

--17米の水深を得る所でないと、増加する池!を捌くことが出来ない。既設の大港

湾は河口から 100粁以上も河川を上った所に位置するため、現在以上の水深をと

るには河川改修を必要とする。これには大きな投資と維持波燥に大変な資金を要

する。その観点から各国は大港湾の外港としての立地を持つ河口付近に十分な水

深がとれて、地盤のよい場所に石油ふ頭を計画して10万屯級タンカーの接岸出来

る原油基地を作っているO 大港湾の精油所との連絡はパイプラインで行う。かく

してヨ ーロッパ諸国では、マンモスタンカー用沿岸港湾、の建設計画が立てられ、

或は実施に移している所もある。

(1) 独逸。独逸では現在ウイルヘルムスハーベンに8万屯から10万屯級のマン

モスタンカー用の大施設を建設中である。この施設は先づ始めに 700米のL.W.

L.以下の15米の水深の荷役桟橋を建設してパイプラインをとりつけるもので、

1959年に完成し現在稼動中である。次にフ。ルン、ビユッテノレコーフは、水門の後

方に2.5万屯級のタンカー用石1111ふ頭があるがさらに4.5万屯級のタンカー港湾に

拡張する予定である。しかし運河水門があるのでこれを改良しない以上制限を受

けることになる。

(2) オランダ。ロッテノレダム港のヨーロッポートに6.5万屯級のマンモスタン

カーの入港出来る13米'"'-'14.5米の施設を建設中であり将来は10万屯級のタンカー

も接岸出来るように北海に直接面した所に計画を進めている。

(3) イギリス。南イギリスの石油港、フォーレー(エッソ〉、やスコットラン

ドのフィンノート (B.P.)、は天然の良港で、 10万屯のタンカ ーが自由に出入

出来る。イギリス最大の石油消白地で、あり、製油業の中心地として、精油所の集

中している、テームズ川下流は、I!乞水の点で、マンモスタンカーの出入が無理で

あるので、テームズ川河口の束、約50粁を隔てた所にある、マーケイ トに新しい

10万屯タンカ ーの石油港を作りテームズ川の製油所とパイプラインで、結びつけよ

うとしている。

又ウ エーノレズのプリストル連、河の入口にある、 ミノレフォード、へブン石油港は

当初10万屯級を目標として作られた。ここと B.P.の製油所にあるランダーシー

はパイプラインで連絡されている。叉とこでは十分の水深をとることが出来るの
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で中近京石油をアフリカ細りでよすってうiミて、とこを石油配分基地として、英国内

及びヨーロツパ大陸に小さなタンカ ーで1ぬみ換へ輸送する計画をたて、建設期聞

を3ヶ年と考へている。

仏) ベノレギー。ベルギーはウエプリッチ港の拡張計画を考へ、 10万屯級のマン

モスタンカー用施設を建設しパイプラインでアントワープの精油所と辿絡する。

(5) フランス。ロリアン港に浮石油港を建設する計画は10万屯以上のタンカー

荷役を考へている。サン、ナゼーノレ港は、マンモスタンカ ー用石油積み換え純設

を計l出している。ラ、ロ シユノレ港は、石油港湾施設と 250米のドックを作る計画

である。マノレセーユ港は石油タンカー用大ドック長さ 320米、 riJ50米、深さ13.5

米を計画し現在すでに完成した。それからラベラ石油港を吃水13.5米船舶が入出

港出来るぶうに改修することになっている。

同 イタリー。フアノレコナラ港はマリチマから 3粁はなれたアドリヤ海の中に

コンクリートの島を作り 6万屯級のマンモスタンカ ーの荷役を考へている。又、

ラベンナにある「サロメ」精力11所は12米の水深に鋼管柱の基礎を拍った人工島に

4.5万屯のタンカーを接岸させパイプラインで精油所に送る計画をたてている。

V ヨーロ ッパ中央部の内陸水路計画

内|培水路用船舶の大きさは、除々に発達して、 1900年頃は、 300屯-600屯の河

貯であったが、現在ライン)1 [ ではその水深が 3 米~5 米で、 L 500屯から4，200屯

の貯が利用されている。内陸貯でロッテノレダムに集まる鮮は20万隻で、総灯:屯数

は4，000万屯にも及んでいる。

ロッテルダムから各地区迄の貯の大きさは

ドウイスブノレグl
ストラスブノレグ|

パーセル

マイン)1 [フランクフノレト

プノレツプノレグ

まで3，000屯

まで2，000屯

まで3，0001包

までL000屯

ネッカ 一川の、ンユットガノレトまで1，200屯

中流の運河へは 1，000屯

以上のような大きさの貯が航行している。フランスi与は4ヶ0i'の[II/!J門をjj出品し、
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叉、スイスのパーセツレまで、は6ヶ所の問門を通らなければならない。ライハ|の標

準貯は1，300屯で11J9.5米、長さ80米、 I吃水4米である。ロッテノレダムからスイス

のパーゼノレまで、 840粁で白航鮮で上り10日、下り3日の行程であり、 民船式は打

し船によると上り 3週間、下り 1週間である。

アムステノレダムで‘は新しいライン運河の巾員水深を拡張して、ライ ン)11に連絡

したため、急激に積換へ貨物が増大した。

アントワープは同様にライン川への連絡運河を計画しているが、オランダの強

い反対にあって、 実現出来ないが、 E.E.C. とし運河問題を考へる場合には今

後急速に実現するのではないかと思われる。この運河が出来ればア ントワープ港

の積み換へ能力は充分増大されることはうなずけるのである。以上のラインシェ

ノレデの 3つの港湾は、ライン川マイン)11ドナウ運河を通って、 ドナウ川と連絡し

ており 、 ドナウ川に沿った工業地帯と結びついている。一方ソ連はドナウ川の運

河化とドナウ黒海聞の改修計闘を立てている。独逸ではエムデン港が、ラインラ

ンド、ノレーノレ地方と結びついている有力な、 トノレトム ントテムス運河を持ってい

る。プレーメジ港は、ベーセノレ川、ベーセノレ運、河の完成によりそのヒンターラン

トを拡大した。ハンフツレグ港もエノレベ川を1，000屯の貯が航行出来る水路に改修

する計画を持っている。そしてハンプグ港が将来内陸水路交通の点で疲弊しない

ためには、是非とも水路連絡をヒンターランドにつけなければならない。ソ連側

で、は、バルト海と黒海を結ぶ、オーデノレードナウ川を運河で連絡し、 1，000屯貯

で利用出来る水路の建設計画を持ちすでに10年前からその工事を始めている。こ

れ等が完成すると、ライン川ドナウ)11と連絡させ、又オデノレ川|をドナウ川と結ぶ

ことを考へると、 改修されたエルベ川も同様にドナウ川に連絡することになる。

これは、 東西両陣営の連絡動脈となって将来の重要な問題をはらむことになり 、

興味深いものがある。

W パイプラインの計画

戦後のエネノレギー革命により 、1938年と比較すると10倍以上の消政量に述し、

1955年にはヨーロッパの石油消~!J量は15 ， 000万屯にもなり 、 更に10年後の1965年

には2倍の30，000万屯になるであろうといはれている。これに対する大きな問題
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は輸送方法と精製地の立地にかかっている。

ヨーロッパの石油の原産地は中近東、その他アフリカ北部等である。かつては

米国からも輸送されていたが、今では大資本によって、中近東の新しい石油資源

が次々に開発された。原油の大生産、石油カルテノレによる原油高の製品安と云う

大資本攻勢がエネルキ守革命を助長した。石炭と比較して製品及び輸送主主も安く 、

人件費がかからないため安価に消費者に提供出来る様になった。 ヨー ロッパでは

石炭産地が近く液体燃料に対する依存度が少なかった 。又石炭産業は、各国内の

小規模な企業て‘行なわれ国の産業保護の立場からも油に刻する課税、或は石炭に

対する助成金の交付、等によってカバーされて来たが、先にも述べた、自由消費

の原則からその保護政策は廃止しなければならなくなった。石油と云う国際大資

本の攻勢からも、コ ス トが安く 、消費者にとっては非常に有利で、 今後増加する

エネルギーは石油資源に切り換える必要が生じて来た。これ等のことから外洋港

頭にある石油精製工場から貯輸送が増大して、3，000屯或は4，000屯のオイノレバー

ジが運航されている。今やヨ ーロッパの中央部には500万屯以上の石油を消費す

る地域が数ヶ所も現われ近い将来にはこれが2倍にも伸びることは明らかとなっ

て来た。もし多量に石油を輸送するならば既に米国では60年前からパイプライン

と云う第4の輸送路を開発して輸送費の軽減を計っているように、ヨ ーロッパで

も一定量以上の輸送量に対して、パイプラインが考へられて来た。そこで研究の

結果500万屯以上の需要があれば貯輸送するより、大口経のパイプラインで原油

を送り消費地で精製配給した方が経済的で、あり能率的であることから原油輸送用

のパイプラインの敷設がようやくヨ ーロッパでも取りあげられるようになった。

かくしてヨーロ ッパの内陸工業地帯にでんと精油所を建設するか或は運河、鉄

道、道路等の交通に便利な位置に精製基地を作ってそこから2次輸送するかの方

法が計画された。

次に北海海岸、地中海海岸から内陸部の大消資地域は大精uu基地へとのびたパ

イプラインの既に完成したものや現在建設中、或は計画しているものについて述

べると。

① 独逸においてはノレーノレ、ラインランド工業地帯に到る最も重要な2木のパ

イプラインが完成した。独逸の北海第一の石油港湾、ウイノレヘノレムハーベンから
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大口経の原油用パイプラインがケノレンを通ってベッセリングを結ぶ、全長385粁

口経90樫のもので、 1959年に完成した。これは年rMJさしあたっては900万屯であ

るが最高2，200万屯の輸送能力を持っている。もう一つは1960年に完成した。 ロ

ッテノレダム~ラインパイプライン会社のロッテルダムからケノレンへと、途中で分

かれてゲルゼンキルヘンに到る支線とをJすーった、仁l経60;fNi延長290粁のものであ

る。このパイプラインは、ケノレンにあるドイツシェノレ及びカルテックスタンクパ

ワ-2社の精油所に給油するものである。能力は年間最高2，000万屯であるが19

60年には750万屯、 1963年には1，000万屯を輸送することになっている。ノレール、

ラインランドの工業地手iすには既に 5つの石油精製工場が稼働しており 3つの精油

工場はパイプラインでデュイスフソレグ港に接続し、もう一つウェ ーゼル港からゲ

ノレゼンキルヘンの精油工場に延びているのと合せて 6つの精製工場がパイプライ

ンで結ばれている。かくしてルールラインランドは近代的な精油工業が発述し石

炭中心の石炭化学から石油化学へと進み、今後独逸の化学工業の中心をなすもの

と思う。

② 次にフランスでは既に小型ではあるが、ルアーフ柄ルからパリの工業地帯に

300粁の製品ノ4イプラインが稼動している。しかし新しい大計画としては、マノレ

セーユから、フランスの重工業の中心地ロ ーレンス地方のストラスブノレグ まで

と、更に延びてカー ノレスノレーエまでにl経70糎~90極延長 750 粁のパイプラインが

南ヨ ーロッパパイプライン会社によって建設中であり、 1963年に完成する予定で

ある。 年間輸送能力は1，000万屯最大能力は3，000万屯となっているO このパイプ

ラインはカーノレスルーエからインゴーノレスタット迄延長されることになってい

る。現在の所は中近東の石油であるが将来はサハラの石油が輸送されるであろ

う。現在サハラの原油の生産量は700万屯であるが、1965年には3，000万屯の生産

量になり、ヨーロッパのエネノレギ供給に安全性を与へることになる。

③ 次はセントラノレ、ユーロッピアン、パイプラインと言うイタリヤを起点と

したものである。現在イタリヤには、ジェノアからトリノ 、ミ ラノに到る製品rrJの
パイプラインがあるが、まだ4つのパイフラインが計画され、その中の lつは建

設中である。その2木はジェノアからスイスのエイグノレに通す明るもので、他の I

つはゼノアからサン、ベノレナノレド I::ITI効率 トンネノレを通って独逸ウノレムに出て、そ

- 72ー



こで、 2木に分かれその 1木はスタットカノレト、他の 1木はインゴーノレスaタッ ト

に延びるものである。このパイプラインの延長は1，000粁、パイプの口経は30糎

~70艇、 原油の輸送能力は年間1， 800万屯である。インゴールスタットへは400万

屯スタットカノレトへ600万屯、エイグノレへ200万屯、イタリヤの精油所へ600万屯

となっている。その他ベニスからブレンスルを経てミュンヘンに行く紘と、トリ

エステからウインを経てミュンヘンに到るパイプラインが計画されている。特に

ことで新しい石油の町インゴルスタットについて述べると、ここには、エネノレキ。

一革命と、E.E.C. の石油需要の急増とによって、マノレセーユ及びジェノア両

港から2木のパイプラインで輸送される原油を精製する 5つの精油所が建設され

ることになった。ジェノアからの給7111による精製会社は、ジート、ベトロールで

あり、マノレセーユからの給油によるのは、 ドイツ‘ンエノレ、独逸エッソ、グノレゼン

ベノレグ、及びモーヒ、/レオイルの4社である。インゴーノレスタットが何故石油工業

地に選ばれたか、それはミュンヘンを中心とする南独工業地帯は、ノレーノレの炭鉱

j自信'から遠く、石炭に依存するとコストが高なくる。しかしながら一方地中海、

イタリヤ方面からパイプラインで多量に原油が輸送されることになれば、消~U面

からコストを下げることが出来る。アノレプスを トンネノレて‘越えてパイプラインを

敷設することは大変な難事業であるが、その建設を行なってもなおかつ採算上有

利なだけの消1~iilがあり、将来さらに延びる見通しがあること、及びインゴーノレ

スタット周辺が未開発で土地を安く得られること、それに加えて交通商からは、

ドナウ川沿岸にあり、その支流を辿じて、ラインの支流であるマイン川と、運河

で連絡され、製品の舵輸送が可能であり、ウインへはドナウ川を下って輸送が出

来る。又ア ウトパーン、鉄道の陸上輸送網も発達し交通も使利である。 こうした

理由でインゴーノレスタッ トは、E.E.C.の石油コンビナートの南独の 1つの拠

点とみなされるようになった。

VII 石油港湾の問題点

以上のべたことから、 石油港湾の問題点も色々あるが、 3~4 の問題点につい

て述べると。

は) 石油及びl仙石のおみ、下し、松み換へ、陣地経由のデ リパリ一等が、大港
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湾に集中する傾向があり、又石rlli専門港湾のような、港湾としての新しい形態が

現わはれて米た。

かつて石~llj愉送については、 2 万屯級のタンカ ーで13"'14ノッ ト が、 経済ベ ー

スと考えられていたが、今では4万、 5万屯級と増大して、 2万屯級タンカーは

不経済船の代表的なものと言はれるようになった。そしてさらに10万屯、 13万屯

kJZで高速度のものが現はれ、将来は20万屯万、30屯、 或は50万屯のタンカーの出

現もないとは言えない勢である。 H乞水の点においても 、 14米~16、 5 米どころか

20米それ以上になるかも知れない。こうなるとごく少数の港湾がこれ等に対して

入港出米る水深を持つだけで、大消f(l也、精油工場、或は石油パイプラインの基

地にも入港出来なくなる。極端に言えば、水深20米~30米の所に人工島を作っ

て、石油積み換へ基地とし、そこで積み換えて、中基地に入らなければならな

い。しかしながらこの建設にはさらに高山の建設技術を要し、建設期間も長期に

なり 、投資資金もかさんでくるので、無限に拡大出来るとは考へられない。 少な

くともコマーシヤルベースに乗ってのみ考へられるものである。

今かりに水深9米のパースを作る工貨を 1とすると、10米では 1.5倍、11米で

は、2.5 í/~. と建設費は深さを婚すにつれて 、 急激に増大する。又土木技術もそれ

に応じて高度さをi曽し、困難も増加する。そしてこれに関連した種々の技術の開

発が必要になってくる。もし技術的に開発されて施設が出来ても、常時使用しな

ければ施設の遊休を生じる。これをなくするためには、待合せの問題としてそれ

に応ずる船舶数を考へる必要がある。

ここで中近東ヨーロッパ聞の2つの輸送路について考へると、先づ製油所の規

模の拡大というよりもスエズ運河のエジプト国有化による中近東の政治情勢の変

化を見通して、輸送上の不安をなくなるために、アフリカ迂回に最も適した経済

船として10万屯級以上のマンモスタンカ ーを、輸送巨離22，000粁にあてる時、常

H寺稼動船舶を何隻配船しなければならないか、港湾施設は如何にあるべきか、又

ーゴjスエズ迎河経由をみーへると、将米水深14.5米にするにしても時間的にはかな

り先であり、現在通航可能船舶は3.7刀屯級である。現在は中近東からヨ ーロツ

パに輸送され石油はもっと多いと、忠、はれるが、1955年には、パイ プラインで、

東地中海のlt~1土\1巷に運ばれるのが 4， 000)3屯、スエズ運河を通って輸送されるの
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が6，9007ゴ屯である。スエズ運河を通過する貨物量の7苫1)をhliが占めている点から

その重要性を1!恐悦することは出来ない。この12，000粁の輸送距離に 3.7万屯級の

船舶を何隻配船すればヨ ーロッパの消費盆を経済的に輸送できるか、この2つの

問題を考へる時にどちらが最も経済的であるかを、輸送先、輸送量、港湾焔設費

製准|所の規模、パイプライ ンの大きさ と耐J'U年数、消1~j也の大きさ、消1~i止の将

米への予測、船舶の大きさ隻数、原油の生産主とその開発出、等のファクタ ーか

ら総合的に決める必要がある。以上の事から考へると、船舶の大きさはある一定

の規準に到達するのではないかと思う。それにはごく直感的ではあるが、ヨーロ

ッパ向けには、スエズ運河の将来も考慮に入れて4万屯から6万屯位が有効に利

用出来るのではないだろうか。 6万屯は、満船の時には南アを迂回し空船ではス

エズ運河を通る ことが出米る船舶容量である。 こういうことになれば港湾の腕模

及び、パース数も自ずから決定することになる。

(2) 中近東の原油価格はベノレシヤ湾岸渡しで決められており 、中近東石油が、

パイプラインで京地中海に送られ、そこで引き渡される価格は、ベノレシヤ湾岸波

の価格にアラビア半島を廻って、東地中海岸に至るタンカー運賃とスエズ運河の

通航料を加へたものに等しくなっている。大口経のパイプラインの輸送引は同じ

距離をタンカーで運ぶ場合の 3倍といわれているのでパイプラインの距離はタン

カー輸送距離の3分 lのに当る。タンカ ー運賃の時期的な変動を考えればタンカ

ー輸送の方が安くなるかも如lれない。

今後ヨーロッパの石油消1!i:誌の飛躍的な ]:1;首大を考えると、パイプラインの経過

する国々の了解が出来るなら、中近東から超大口経のパイプラインでヨーロッパ

の中央心臓部に輸送した方が、コスト が安くなるかも知れない。

。)現在、E.E.C. の中で工業地帯が一定の場所に過度に集中していること
は、将来に種々の弊害を生じるから、 ドイ ツ、オランダの港湾の強化というよ

り、さ らに広成な計画を立てるべきである。特にE.E.C.が1975年の先全災施

を目標としている。現在過波的であるとはいえ、6ヶ国が個々に港湾計画をする

よりも、E.E.C. としての特質を持った、港湾開発が必要である。今後石油港

湾を建設拡大する場合でも、現在考えられている以外にもっと分散して工業港と

の関連において、各国の特長ある工業立地と同慌に石油港湾立地を考えて、 l国
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に過剰投資の起らないよう E.E.C.全体として、バランスのとれた配置を考慮

すべきである。原料輸入の依存度の大きい、E.E.C.では今後、臨海工業地帯

の開発というような工業的性格を強めると思はれるからそれに即応した港湾を考

える必要がある。

ω 最後にポリウジョンの問題、ヨーロッパの内陸t¥:11に建設され、或は、され
る予定の精油所は殆と、ライン)11、その支流とこれに連絡する運河沿いにあるその

油の2次輸送の大部分は、河川運河で行なわれることから河川運河の水が泊によ

って汚染を受けることになる。これについは相当厳しい規制を加えているが、工

業地帯から排出する汚濁が最近相当多くなっているというこ とである。その上、

さらに石油精製によって生ずる排液の処理問題が大きくクロ ーズアップされて来

た。その被害の大きいのはライン)11の下流に位するオランダである。石油精製に

は多量のク ーリ ングの水が必要で、これにまじって排出される油のために汚染さ

れるので、これを強制沈澱池に薬品を用いて沈澱さすことが各国で研究され或は

実施されつつある。又或る港では条例によって港内の計11、排液を回収船で集めこ

れを分離している港もあるが、何等かの強い国際的な;規制が必要である。ライン

川は国際的なライン川水質汚濁防止委員会が出米ているが、まだ、法的規制まで

にいたっていないようである。
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